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「ジョゼフィンさんの収入倍増計画」
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＊自己紹介

名前：藤井 直人
年齢：28歳

任地：ホイマ県 (ウガンダ北西部)
活動：米、野菜、きのこ、豚、加工品販売



＊自己紹介/パートナー

名前：ジョゼフィンさん (通称：ジョゼ)
性別：女性
年齢：38歳
職業：小学校教師
家族構成：夫、長女(14)、長男(12)、次女(3)
収入：月150,000UGX
※年収1,800,000UGX＝日本円で約5万円
悩み：給料が定期的に入らない



＊現状の把握

●協力隊(コミュニティ開発隊員)の目標とするところ

＝ 「住民しいてはコミュニティの収入向上」

●協力隊によくある問題

①資金に限りがある

②時間にも限りがある(2年)

安く始められて結果を出しやすいものはないか？



＊現状の把握

●ジョゼフィンさんの現状

Volunteer
Jose

手元には家族を養うための
お金が必要だから、できれば

お金は出したくないあんまりお金ないし、大きい
ビジネスをするのは難しい

初期費用が少なそうな作物の栽培を中心にしたらどうか？？

大きいビジネスでなくて
もいいから、安定して
稼げるビジネスがしたい



＊現状の把握/よくある季節柄の実情

雨季 乾季

●ホイマ県では第一雨季は雨が安定しない
⇒作物栽培で失敗する可能性があがる

●第一雨季は豆、メイズ、第二雨季は米という栽培
パターンがある
⇒供給が増えるので、買取価格が下がる

●灌漑がなければ、畑地は使えない

⇒ホイマ県では灌漑はほぼないので、畑地で作物を
育てられない

●家畜をすればいい
⇒初期投資やランニングコストに費やすお金がない

畑地を使わず、乾季に安く始められる
ビジネスはないのか？？

・比較的干ばつに強い作物をチョイスしよう！

・雨季のパターンに合った栽培サイクルを考えよ
う！



＊現状の把握/自身の役割

Volunteer Jose

種子配布・情報提供

栽培

●調査目的
⇒ジョゼフィンさんの現在の収入を倍にすること
⇒安定して獲得できる収入源を作る

●調査期間
⇒2年(協力隊終了まで)

●調査方法
⇒雨季・乾季における作物栽培

市場



調査状況/雨季対策編



＊調査状況/雨季対策編(第一雨季に育てたもの)

米

大根 オクラ

●栽培結果
＝全滅

●栽培結果
＝2サック収穫したがバイ
ヤーに持ち逃げされる

●栽培結果
＝すべて盗まれた

●発生要因
＝管理不届、防犯対策●発生要因

＝信頼できるバイヤーに売らな
かった、マーケティング不足

●発生要因
＝雨不足、鳥害対策不足



＊調査状況/雨季対策編

●第一雨季を終えて、、、

作物に対する情報不足

作物調査を実施 もっと作物を育てて実経験を得る

農家のモチベーション低下

もっと農家の意思を重視す
る

作物 農家



＊調査状況/雨季対策編(作物調査)

●調査目的⇒ホイマ県で儲かる作物を明確にすること

●調査対象⇒ホイマ県内にある農作物

※今回は聞き取りを行った農家が作っていた10種類の作物がメイン

●調査方法

⇒30件の農家及びバイヤーへの聞き取り調査

⇒野菜栽培による実体験

●調査概要

⇒何を育てているか？

⇒１Kg当たり売価

⇒作物収量/1エーカー

⇒作物にかかる費用/1エーカー



＊調査状況/雨季対策編(何を育てているか)
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何を育てているか？ (N=30)

その他１件ずつの作物

きゅうり、大豆、かぼ
ちゃ、ニンジン、たまね
ぎ、
ミレット、ソルガム、
スクマウィキなど

米、メイズ、豆⇒30件中25件が育てる



＊調査状況/雨季対策編(最高買取価格)
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＊調査状況/雨季対策編(１エーカー当たり収穫量)
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＊調査状況/雨季対策編(費用)

1エーカー当たり費用

作物名 費用レンジ 備考

タバコ 900,000～1,000,000UGX 乾燥のコストが追加でかかる

米、ジーナッツ 500,000～600,000UGX (米)：鳥追い、精米など余計なコストがかかる
(ジーナッツ)：種代が高い(60～70kg必要/エーカー)

その他野菜 200,000～400,000UGX

(共通)人件費 6,000UGX～10,000UGX (1人/日) 例.播種、収穫手伝い、鳥追い
●肥料 50,000UGX～90,000UGX (1エーカー当たり)
●除草剤 30,000UGX～34,000UGX (1エーカー当たり)
●除虫剤 16,000UGX～25,000UGX (1エーカー当たり)

●耕起 (1回目)120,000UGX、(2回目)80,000UGX (トラクター)
●播種 100,000～150,000UGX
●除草 140,000～160,000UGX



＊調査状況/雨季対策編(１エーカー当たり収益)
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1 mllionUGXを超えたのは
タバコ、メイズ、ピーマンだった



＊調査状況/雨季対策編(ある農家の事例)
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(備考)
●米、メイズ、豆、タバコ それぞれ1エーカー所有
●それぞれの作物で育てられる回数が違う
※(米-2回/年、メイズ-2回/年、豆-3回/年、タバコ年-1回/年)

●売上算定に関して・・・
計：5,128,000UGX
(米：784,000UGX、豆：560,000UGX、メイズ：840,000UGX、
たばこ：3,500,000UGX/それぞれ1回当たりの売上)

●費用算定に関して・・・
米 ・・・500,000UGX/回 (年間1,000,000UGX)
メイズ・・・200,000UGX/回 (年間400,000UGX)
豆 ・・・300,000UGX/回 (年間600,000UGX)
タバコ・・・1,000,000UGX/回 (年間2,000,000UGX)

⇒やはりタバコは儲かる？？

●タバコという作物についてフォーカス



＊調査状況/雨季対策編(タバコ)

●所感：「換金作物としては魅力的な作物」

●メリット

ー１ｋｇあたり5000～5300UGXと高値買取

ー初期投資、輸送コストが不要

(Uganda Tabacco Serviceという会社のサービスのため/ホイマ県)

●デメリット

ー他の作物に比べ手間が多い

※出荷までに約半年(6ヶ月～7ヶ月)かかる・・・播種⇒収穫⇒乾燥のプロセス

ーコストが他作物より高い

ー虫害が多い

ー自家消費できない⇒そのため、あまり人気はない(30件中4件)



＊調査状況/雨季対策編(ジョゼフィンさんへの提案)

ジョゼ！タバコ育ててみない？？

やらない。臭いし
家で食べられないじゃん

え、、、まじか、、
いいお金になりそうなのに、、

Volunteer Jose

結果：ジョゼフィンさんはタバコは栽培しなかった



＊調査状況/雨季対策編(見えてきたこと)

●豆、メイズはとくに好む
※趣向調査も行ったが、一番好きな作物は豆かメイズを答える人が３０人中１８人

●農家は大きなリスクをとらないので必ずしも儲かる換金作物を選ぶわけでは
ない、むしろ儲からなくても自家消費できるものを育てる

タバコのような儲かる作物よりメイズ、豆を入れた方が収入が安定する？？



＊調査状況/雨季対策編(問題提起)

ただ、、、メイズ、豆はほとんどの農家が育てている

市場が飽和している可能性がある？？

新しい市場を創造することも必要？？



＊調査状況/雨季対策編(今育てているもの)

作物：大豆、黒豆、そば

目的：新規市場の獲得

●そもそも流通がないので
販売を独占
※大豆は例外

目的：収入の安定

●市場が豊富
●収量が高い
●虫害・病気に強い
●干ばつに強い
●手間がかからない

作物：レタス、ブロッコリーなど

目的：流通の少ない野菜の独占販売

●外国人からの直接の需要がある
●受注販売なので売れ残りは少ない

豆、メイズ

外国人向け野菜
日本の作物



調査状況/乾季対策編



＊調査状況/乾季対策編

●パートナーのジョゼフィンの状況を考えると利益獲得に時間がかかるビジネスは難しい

⇒給料が定期的に入らない可能性がある

●手元にお金が入りやすく、回転率のいいビジネスがいいのでは？？

きのこを栽培するのはどうか？？



＊調査状況/乾季対策編(きのこ)

●ある農家の例

Mさん
(売上)

単価(per Kg) 数量 金額

きのこ 10,000 1,560 15,600,000
きのこ(乾燥） 80,000 87 6,960,000

小計 22,560,000
(費用)

単価 数量 金額
人件費 800,000 12 9,600,000
材料費 100,000 12 1,200,000

輸送費 50,000 36 1,800,000
小計 12,600,000

(収益)
合計 9,960,000

(備考)
●きのこは週50kg収穫
●菌床は週2回行っており、年104回転さ
せている

●大きな土地が必要なく、暗い部屋があ
れば育つ

●乾燥きのこを作っているため、作物ロ
スを大きく防いでいる

●カンパラなどのスーパーにも卸している



＊調査状況/乾季対策編(きのこ)

●所感 「手元に安定的に小銭が入るローリスクなビジネス」

●メリット

ー手間が少ない(耕起、除草必要なし)、1日2回(朝、夜)の水やりのみ

ー内製化(菌の培養)に成功すれば、大きくコストダウン

ー他の作物に比べ、虫害、獣害が少ない

ー回転が早い(接種～収穫までおよそ1ヶ月～1ヶ月半)

ー乾燥しても売れるのでロス率を下げることができる

●デメリット

ー適度に湿気のある暗い部屋が必要

ーまだマーケットが少なく、買取価格が低め(4000～5000UGX/Kg)



＊調査状況/乾季対策編(きのこ)

Volunteer Jose
・種子配布
・モニタリング

販売

市場

(トレーニング実施の様子)

●アドバイザーは問題時、無料相談
●きのこが売れないとき、買い取って
販売をしてくれる

(生育中のきの
こ)



＊調査状況/結果

調査結果 利益 備考

第一雨季
(米、大根、オクラ)

0UGX

⇒結果的に作物栽培は失敗

●今シーズンの栽培予定はない

⇒第一雨季の失敗によるパートナー
のモチベーションの低下

第二雨季
(メイズ、豆、レタス、

ブロッコリー、黒豆、大豆、そ
ば)

未定

※レタス・ブロッコリーは
2017年10月収穫予定

●外国人需要によっては栽培作物の
種類を増やしていく予定

きのこ
270,000UGX(概算値)

※2017年9月より、販売開始

●今のところ順調



＊今後の方針

現在の取組 課題 課題に対する取り組み

1.メイズ、豆の栽培
●バイヤーに安く買われる ●バイヤーとの直接交渉、信頼できるバイ

ヤーとしか取引しない

2.外国人向け販売野菜栽培
(※現在レタス、ブロッコリーな
ど)

●外国人以外の需要が少ない ●マーケット、カンティーンへの営業
●任地だけでなく首都にもおろすのを検討

3.日本の作物の栽培
(※現在大豆、黒豆、そば)

●受け入れられない可能性がある
●マーケットがない

●認知度を高めよう
⇒ワークショップ、展示会の開催
●訪問販売

4.きのこ栽培
●収穫後、逐一菌を買いに行かないと行け
ない
●きのこ買取価格の向上

●菌の培養に挑戦しよう
⇒内製化してコストを抑える
●高価格バイヤーを探す、カンパラにも卸す

⇒利益になりそうな作物の継続的な調査も必要
⇒手元にお金が残るようにバランスを考えながらビジネスを回すことも大事



ご静聴ありがとうございました


